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利尻島では 1岨8年から西部の民家近〈の平野

部にウミネコがコロニーを形成し、その後も範

囲は鉱大し、古巣散は増加している状況にある。

1991 年までの経過については小杉が報告(小杉

199 1)しているが、それ以後の状担については

調査をしていないため、コロニーの規模につい

ては正確に把握していなし、。当時から、ウミネ

コの鳴き声による騒音や茸などによる生活環境

への被曹、昆布乾操時の糞汚染とエゾハフソウ

ニの食響という漁業被害があるとのことから利

尻町は平成元年からウミネコとオオセグロカモ

メ (La i出お histisa gL叫の有饗鳥抵駆除を行っ

ている。これまでの駆除は年間出~誕治羽であっ

たが、本年(1 997 年)はウミネコ叩 O羽、オオ

セグロカモメ 100 羽を駆除した。筆者らはこの

うち 78 羽について外部計醐と胃の内容物を調査

したので報告する。

探査に用いた検体は前述したとおり、利尻島

西部の新構及び栄浜地区のコロニーで有害鳥獣

駆除されたうちのウミネコ 77 羽とオオセグロカ

モメ 1 羽である。駆除は 1997 年 6 月 98 から 6

月 30 日までの午前 6 時から午前 7 時までにニ人

のハ γ ターにより行われた(環揖庁許可第坦号)。

計酬と解剖はその聞の 6 月 13 日、 20 目、 24 日、

訂日のそれぞれ午後 7 時から午後 9 時までに行っ

た。開査は体重、自然夢延長、尾長、ふしょ、露

出明峰畏を醐定したのち、解剖して精製・卵巣

の確認による雌綾の判定をし、胃を摘出して内

容物を確認した。なお、日 Jについては内容物と

ともに標本として利尻町立問物館に保管した。

計測植は表 lのとおりであり、オオセグロカモ

メ(縦)の計醐曜も付記した。体重以外の測定

植は雌維でオーパーラクプしているものの、雄

が雌より平均値では爽畏で 4.5% 、尾長 6.7% 、

ふしょ 6.1% 、噛峰長 10.1% 、体重は 24.2% 上

回っていた。これにより外部計開植と体重を総

合的に判断することによって、雌鍛の判定がで

きるものと考えられた。特に、保護やコロニ

内等の野外では体重での雌簸判定が有効である

ように思われた。

個体の雌維は、ウミネコ 77 個体のうち♂は 49

羽、 e は22 羽で、精巣・卵巣の確認ができずに

不明としたものが 6 羽あった。 6 月 13 臼と 20 日

の開査では精巣・卵巣は尭適していたが、 6 月

24 日と 6 月訂日になると縮小しているように見
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表 1 ウミネコの測定値

Table1.Morphologicalme ぉuce 間山 (mm) a吋加 dy m酎 (g) inBlack-tailedGull

Tarsuslength 58.18 53.()()-fj4.50 49

Winglength お5.73 370.00 ト420.00 49

Billlength 52.13 47.20--57.30 49

Taillength 149.16 128.00-.-169.00 49

Female Slaty-backedGull

Mean Range n Male

お8 ， 50 350 似1- 3冊。。 22 4"

139.82 135. 00- 149 ∞ 22 2冊

54.82 50 日Hi 2.60 22 75

41.16 42α ト50.60 22 63

495.18 455.®-5 田 00 22 14 叩

nRange

Male

6>5.18 575 はK90 凹 49

Mean

Bodymass

えた。抱卵斑は雌雄どちらも尭遣していた。こ

れらのうち初列風切羽が広島羽となっていない

亜成品と思われるのが♂ 5 羽、. 2羽あったが、

いずれも抱卵斑が尭遣しており、繁殖していた

ものと考えられた。

聞の内務物については1.(\額(l J倒的、魚卵(I

0倒)、臨藻( 9 倒)、昆虫( 7 倒)、オキアミ

(3 例)、他物の業 (2酬)、カニ( 2 倒、うち

1 例はオオセグロカモメ)、卵の殻( J 例)で、

ウニはオオ包グロカモメのみで確認された。残

りの39個体では、まったく空の状態であったが、

これはコロニーでは鎗が帯化しており、駆除し

た時聞が早朝であることから、雛に給餌した後

ではないかとも考えられる。 M，額は什がほとん

であったが、ラ帳消化のものではカシカ割があっ

た。fJ.\卵は海部とともに確認された例が多〈、

海革に産みつけられた f.{\卵とともに食べている

ものと患われる。甲虫などの昆虫も植物の聾と

ともに確認された。オオセグロカモメから確認

時事~e'cnJr.\1.q:問戸ーで?空交司容

vh 罰
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1i!l1 ウミネコの胃

Fig.lStomachofBlack-tailedGull

されたキタムラサキウニは刺と殻の部分で、そ

の大きさは不明であった。

本調査では革者らが鵬査に不慣れなため、結

果的に計測値の誤並が大きかったのではないか

と思われたことから、統計的な検定はしなかっ

た。また、駆怯が散弾銃であったため検体が非

常に痛んでいたことなどから、興長については

品大興長での計捌が有効であるとも思われた。

今後は蹄査者の昔|醐精度を高めるとともに計

測部位、方法寄与を検討することが必要と思われ

た。更に、同の内容物についても季開及 U時間

毎の調査が必聾と思われた。次年(I開 8年}も

有害鳥虫駆除が予定されており、筆者らはこれ

らを課題左して、より詳細な調査を行うことに

している。
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